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まえがき 

 

バブル期の 1980 年代末期ごろ、矢追純一木曜スペシャルやプレ

ステージといった番組で頻繁にUFOを取り上げた番組が放送され

ていました。その当時の論調も、大槻教授に始まる「UFO なんて

いるわけない、馬鹿じゃないか？」とか「米国政府が UFO につい

てリークしているが、それは冷戦時の兵器開発計画を隠すために

ソ連に嘘の情報を流しているのだ」とか、「やっぱり異星人が地

球に来ているんだ」の 3派に分かれていたと思います。大抵の人

は「UFO はいない派」で、「UFO はいる派」でも、どうせ自分たち

の日常生活に影響はしないだろうと思っている人がほとんどで

しょう。 

その後は MJ12、キャトルミューティレーション、誘拐＆インプ

ラント、ミステリーサークル、エリア 51＆ボブ・ラザーあたりが

話題になり、時代はバブル崩壊。景気も悪くなり、UFO 番組も少

なくなり、私も大人になり、UFO なんてまともに存在していると

考えなくなりました。その後はしばらく UFO についての大きな話

題を聞くことはありませんでした。 

ところが、2020 年代になると、数十年ぶりに UFO に関する真面

目な議論が行われるようになり、米国下院で歴史的な UFO 公聴会

が開かれ、元情報局員や元米軍パイロットたちが一斉に UFO を目

撃したと内部告発したり、国防総省自体も UFO の映像を公開し、

地球の物体ではあり得ない動きをしている「UAP」（未確認空中現

象）の存在を認めました。これらの情報は現在は Web や Youtube

で誰もが簡単に確認できます。 

結局のところ、「エイリアンは地球に来ている」、「UFO なんてい

ない」、「米国政府による偽情報」の 3派に分かれています。米国

大統領にさえ秘密にされている人類最高の機密に平凡な一人の
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日本人がアクセスできることなど不可能ですが、公開された情報

を元に、状況証拠を集め、そこから判断することにしました。 

 

インターネットが普及し、誰でもリークされた機密情報と呼ば

れるものにアクセスすることができるようになりました。膨大な

UFO 情報が流布され、その内容や、登場人物を 1 つずつ判断して

いくと、「存在もしていない UFO とエイリアン」のために、これ

だけ膨大で、もっともらしい文書を米国政府および米軍が作成す

る意味がないと思います。つまり、これからこの本を書く著者の

立場は、「エイリアンおよびUFOはすでに地球にやってきている」

が何らかの理由で「米国政府内の一部のグループ」に隠蔽されて

いるという考えです。「エイリアンおよび UFO はすでに地球にや

ってきているかどうか」については議論せず、主に状況証拠であ

るリークされた文書や噂を集め、「UFO および異星人の性質」、「隠

匿されている理由」、「UFO とバチカンと神の関係」、「異星人によ

る人類への介入の可能性」を推理小説のように解き明かすのが本

書の目的です。 

基本的には本書で紹介している『エイリアンインタビュー』、

「ウィルソン提督メモ」、「内部告発者の発言」を読めば、通常の

理解力が備わっている方ならば、UFO の存在を認めざるを得ませ

ん。問題はその先です。なぜ UFO が隠蔽されているのか、その本

質と神との関係については結論までは至っていません。しかし、

その候補は数個まで絞られています。そこからは読者であるあな

た自身が答えを探す番です。 

 


